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2/6(金)、県内のアオサノリ生産者らでつ

くる県青のり生産流通推進委員会と三重県

漁連は、海の恵みへの感謝と豊漁の願いを

込め、県産の乾燥アオサノリ 3 キロを伊勢

神宮内宮に奉納した。 

アオサノリは、伊勢湾中南部に当たる松

阪周辺から紀州方面の沿岸部で広く養殖さ

れ、12 月下旬から 4 月下旬ごろまで収穫作

業が続く。県内の生産量は全国で最も多く、

みそ汁の具や天ぷら等に利用される。また、

全国漁業協同組合連合会が進める全国プラ

イドフィッシュで、三重県の冬の魚種とし

て登録されている。 

当日は、同委員会関係者ら 15 人がアオ

サノリを載せた籠を手に宇治橋を渡って神

楽殿へと運んだ。 

同委員会の西山武司委員長は、「県産のア

オサは全国でも広まってきた。年末の低温

の影響で、地区によっては収穫量が少なめ

だが、色や風味は良い。」と話していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水産庁は２月６日、同庁で「養殖魚需検 

討会」を開き、2 0 1 5 年漁期のブリ・カ 

ンパチ及びマダイの養殖生産数量ガイドラ

イン案の大枠について了承した。生産目標

数量は、ブリ及びカンパチが合計 1 4 万ト

ン、マダイは７万２千トン。活込み数量の

算定方法は、2 0 0 6～ 2 0 1 0 年の種苗

投入尾数の最大値と最小値を除いた３年間

（５中３）の平均値を基準として、ブリ類

は 1 3 ％削減。マダイは需給バランスのた

めの基準値からの削減は必要ないとした。 

 ブリ及びカンパチについては、2 0 1 5 年 

漁期の種苗活込み数によって、2 0 1 6 年

以降の生産量は国内の需給が均衡すると考

えられる生産目標数量を大幅に上回る可能

性があり、価格が大幅に下落する懸念が高

まることから、2 0 1 5 年漁期のガイドラ

インについて、生産目標数量を前年同様の

1 4 万トン、活込み数量算定方法を昨年の

1 0 ％削減から変更することとした。 

委員からは、自主的な取り組みであるガ

イドラインについて、実態把握による精度

向上を求める意見などが出され、水産庁は

加入要件として 1 0 ％削減が求められる

「積立ぷらす」への加入促進と、活込み尾

数の実態把握による精度向上に努めていく

ことを表明。議論を踏まえたガイドライン
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案の最終的な文言の調整については座長と

水産庁に一任することとした。マダイにつ

いては、2 0 1 4 年漁期の種苗活込み数は4 , 

5 0 0 万尾程度でガイドラインに基づく尾

数（5 , 3 0 0 万尾程度）を下回っていると

みられる。2 0 1 4 年の生産量は６万１千

トン程度にもかかわらず、価格の下落がみ

られるため、国内需要は生産目標数量の７

万２千トンより縮小している可能性があり、

今後精査していくことが必要とされた。 

 

 

 

2/10（火）から 2/12（木）にかけて、

東京ビッグサイトで、第 49 回スーパーマ

ーケット・トレードショー2015 が開催され

た。 

このイベントは、スーパーマーケットを

中心とする流通業界に最新情報を発信する

プロ向け商談専門展で、国内外からおよそ

1500 社が参加し、新商品や各種情報・サー

ビスなどを出展した。 

三重県からは県内の特産品を出展し、魚

介類に関しては養殖マダイを中心とした

PR 活動を行った。 

 

 

 

全国漁業協同組合学校（千葉県・柏市）

は、2 0 1 5 年度学生募集の第３回入学願

書の受付を２月２日から開始した。 

１．募集人員：若干名（男女共学、現職者・ 

一般ともに） 

２．入学資格 

現職者：勤務先のＪＦグループ等の推薦 

を得て、卒業後は復職が確約され、次の 

いずれかに該当した者のうち選考に合格 

した者。①高等学校以上の卒業者で、Ｊ 

Ｆグループに勤務中の者、②中卒でＪＦ 

グループに３カ年以上勤務中の者。 

一般：下記の入学条件に該当し、選考に 

合格した者。 

ＪＦ系統団体等推薦入学：①大学・短大・ 

専門学校卒業者（卒業見込者含む）、②高 

等学校卒業者（卒業見込者）は、高等学 

校の成績の５段階の合計が原則 3 . 0 以

上、３年間の欠席日数が原則 1 5 日間以

内の者。ＪＦ系統団体等の推薦が受けら

れない場合は最終学歴の学校推薦（中学

校除く）。学校推薦も受けられない場合は

同校校長が特に認めた場合、保護者推薦

を受け付ける。 

３．願書受付期間：２月２日（月）～３月

２日（月） 

４．提出書類：①入学願書、②成績証明書・ 

調査書、③健康診断書、④推薦書 

５．入学選考料：３万円 

６．応募先：出身地域のＪＦ漁連・府県Ｊ

Ｆ宛（速達書類） 

７．選考日：３月 1 2 日（木） 

８．合格発表：３月 1 9 日（木） 

願書等のお問い合わせは全国漁業協同組 

合学校まで。電話：04 － 7144 － 8125、

FAX：04－ 7145 － 5003 

 
本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 
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